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特別寄稿 

『多自然川づくりご存じですか』 

国土交通省 水管理・国土保全局 前 河川環境課長 
（現 内閣府大臣官房審議官（併）経済産業省資源エネルギー庁 

原子力災害対策本部廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐） 光成 政和 

皆様は、「川のイメージは？」と聞かれた

らどのような川の姿を思い浮かべますか。

自然豊かな川、速い流れ遅い流れが組み合

わされた曲線で構成された川ですか。コン

クリートで囲まれた川、直線の川、あるいは

川には関心がないのでイメージできないと

いうお答えかもしれません。

近年の日本の川は、治水への社会的要請

に対応するため、洪水を安全に流下させる

ことを主眼に、コンクリートで囲んだまっ

すぐな断面での河川整備が多く進められま

した。このような環境への配慮が十分でな

い河川整備や、都市化の進展等により水質

が著しく悪化した時期もあり、川から人々

の関心が離れてしまいました。先ほど後者

のイメージを持たれた方は、このことに原

因があるのかもしれません。 

このような時期を経て、平成 2 年から、

河川が本来有している生物の良好な生息・

生育環境に配慮し、あわせて美しい自然景

観を保全あるいは創出する「多自然型川づ

くり」が始まり、現在では、「多自然川づく

り」として一級河川から準用河川に至るま

での全国すべての川づくりおいて取組を進

めています（特別なモデル事業であるかの

ような誤解を与えないように「型」は外れて

おります）。 

※多自然川づくりの定義：河川全体の自然

の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴

史・文化との調和にも配慮し、河川が本

来有している生物の生息・生育・繁殖環

境及び多様な河川景観を保全・創出する

ために、河川管理を行うことをいう。

河岸・水際部を適切に設計した事例：元町川（岩手県） 

 護岸ののり勾配は急勾配とし、治水機能を護岸により確保。

 河岸ののり面は、河道の平面形やみお筋に対応して変化させるなど、画一的

な断面にならないよう注意。

出典：多自然川づくりポイントブックⅢ 

川の自然な働きによって川が形成さ
れるよう、水際を固めすぎない。 

治水機能を護岸により確保。 



 

6 
 

来年度で 30 年を迎える多自然川づくり

が広く一般の方々に認識、理解されている

かというとまだまだ十分ではありません。

平成 29 年に市民団体等に行ったアンケー

ト「Ｑ．多自然川づくりの概念は市民へ浸透

していると思われるか？」では、約 3/4 の

方から「浸透していない」と回答いただいて

おります。 

これまでの多自然川づくりは、「河川法改

正 20 年 多自然川づくり推進委員会」（山

岸哲委員長）によりレビューがなされ、今後

の方向性が提言「持続性ある実践的多自然

川づくりに向けて」として、まとめられまし

た。この中では、多自然川づくりの周知に関

して、「多自然川づくりの基本的な考え方や

治水・環境両面の役割と効果について、広く

一般の市民に浸透させるためのわかりやす

い説明を工夫し、発信する内容や対象など

に応じ、現地における表示なども含め、様々

な手段を用いて周知を図る。」とのご意見を

いただいています。 

これまで国土交通省では、関係者と連携

し、河川管理者向けにマニュアルや、一般の

方向けに写真集を作成し、多自然川づくり

の普及に努めてきました。 

国土交通省として今後も工夫をしながら

周知を図ってまいりますが、市民サイドか

ら、市民目線でわかりやすい周知が図られ

ることも望ましいと考えています。CNCP

通信 Vol.62 号で紹介されていた「うなぎ

持続可能プロジェクト SEFI（Sustainable 

Eel Farming Infrastructure）」の多自然

川づくりを取り入れたゲームアプリの開発

のアイデアは、これまで行政にはなかった

アイデアであり、市民サイドからこのよう

な多自然川づくりの周知に資する取組が出

てきたことをきっかけとして、多自然川づ

くりがより多くの方から認識、理解される

ことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「Ｑ．多自然川づくりの概念は市民へ浸透して

いると思われるか？」 

約 3/4の方
が「浸透し
ていない
と」回答 

出典：「河川法改正 20年 多自然川づくり推進委員会」資料 
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「中小河川に関
する河道計画の
技術基準
（H22.8.9）」
の解説書とし
て、河道の平
面・縦横断形の
設定から河岸・
水際部の計画・
設計までを取り
扱う内容。 

写真集：多自然川づくりのすがた 

公園との一体的な整備を実施 
子供が川に集まり、川を好きになる。 


